別紙１　予算要求資料・事業評価調書
予算要求資料
平成25年度当初予算　　　支出科目　款：教育費　　　　項：保健体育費　　　　目：体育施設費
	事業名: 岐阜メモリアルセンター施設整備事業費（単建）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　

　　　　　　　教育委員会　スポーツ健康課　企画管理係　電話番号：058-272-1111（内3035）

　　　　　　　E-mail：c17769@pref.gifu.lg.jp
	事業費


　要求額：171,636千円（前年度予算額：193,315千円）
	要求内容


	１　要求の内容


岐阜メモリアルセンターの各施設は建設から２０年以上が経過している。建設当初に整備した設備で、耐用年数を超えながら修繕により延命している自動火災報知設備や非常放送設備のうちぎふ中部未来博（昭和６３年）前に完成したエリア内設備の更新をはじめ、ほかにも耐用年数を超えた設備や不具合が生じている設備の改修・補修を行う。

(1) 工事請負費
　　　 　　・　岐阜メモリアルセンターの改修工事
  (2) 事務費
　　　・　改修工事にかかる事務費
　(3) 工事委託料
　　　・　改修工事の設計委託料

	２　所要経費


(1) 工事請負費　　　165,182千円

　　　自動火災報知設備更新（１期）　72,138千円

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　非常放送設備更新（１期）　　　23,982千円

その他改修工事　　　　　　　　57,062千円

緊急修繕県執行分　 　　 　　　12,000千円
　(2) 工事委託料　　    5,973千円

  (3) 事務費　　　　　　　481千円
	決定額の考え方


過去の実績を勘案し所要額を計上します。
	要求額の財源内訳（単位：千円）


	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫
支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財　産収　入
	寄附金
	その他
	県　債
	一　般
財　源

	前年度
予算額
	193,315
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	193,315

	要求額
	171,636
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	171,636

	決定額
	112,000
	112,000
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0


事業評価調書
	□  新規要求事業　

	■  継続要求事業


	１　事業の目標と成果


（事業目標）

	・何をいつまでにどのような状態にしたいのか
　　センターの施設・設備は、国体前に大部分を改修・更新したが、保守点検で良好な結果を得た設備等は先送りしていたが、各施設とも竣工から22～25年が経過するため、これらの設備を順次改修・更新する。


（目標の達成度を示す指標と実績）

	指標名
	事業開始前
	指標の推移
	現在値
	目　標
	達成率

	
	（H  ）
	（H  ）
	（H  ）
	（H  ）
	（H  ）
	％


	
	（H　）
	（H　）
	（H　）
	（H　）
	（H　）
	％



○指標を設定することができない場合の理由
	　現行と同等のものへの改修・更新を予定しており、センター利用者の利便性も同レベルで維持されるため、本事業による数値の変動は考えづらい。


（平成24年度の取組）

	・施設の整備内容

陸上競技場・・空調更新、諸室改修、照明制御装置更新など

野球場・・・・電光表示盤カウント表示改修など

水泳場・・・・タッチ板テープスイッチ更新、照明制御装置更新など

テニス場・・・モニターカメラ設置など

第一体育館・・吊物装置部品更新、ブラインド更新など

第二体育館・・ブラインド更新など

その他・・・・コンビネーション遊具更新など


（平成24年度の成果）

	・平成24年度の取組により得られた事業の成果、今後見込まれる成果
　　ぎふ清流国体・大会に向けた大規模改修は、平成22年度で完了したが、23、24年度に小規模改修を実施したことにより万全の態勢で両大会を迎えることができた。

　


	２　事業の評価と課題


（事業の評価）

	・事業の必要性（社会経済情勢等に沿った事業か、県の関与は妥当か）
○：必要性が高い、△：必要性が低い

	(評価)

○

	　スポーツ施設・都市公園として、利用者に安全で快適に施設を利用してもらうためには、劣化の進んだ施設・設備を改修・更新する必要性は高い。
　

	・事業の有効性（指標等の状況から見て事業の成果はあがっているか）

　○：概ね期待どおり又はそれ以上の効果が得られている、△：まだ期待どおりの成果が得られていない

	（評価）

○

	　ぎふ清流国体・ぎふ清流大会の成功に寄与できた。


	・事業の効率性（事業の実施方法の効率化は図られているか）

　○：効率化は図られている、△：向上の余地がある

	(評価)

○

	　国体・大会に向けた施設整備は、必要最小限の工事を、利用者への制限を極力抑え、効率的に施工した。

平成25年度以降についても、自動火災報知設備及び非常放送設備の更新を２期に分けるなど事業費の平準化を図っている。


（今後の課題）

	・事業が直面する課題や改善が必要な事項
　施設の建設から20年以上が経過しており、平成24年度に開催された国体前後に設備の更新時期が集中しているため、国体後も引き続き施設整備費が必要となる。



（次年度の方向性）
	・継続すべき事業か。県民ニーズ、事業の評価、今後の課題を踏まえて、今後どのように取り組むのか
　自動火災報知設備及び非常放送設備更新の第２期分をはじめ、事業費の平準化により同程度の施設整備費を要求する。



